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　この度の台風19号による本市の農業関係施設や農産物等における農業被害額は11月19日
現在で８億円を超えています。農業被害に対する国や本市の支援制度の概要についてお知
らせいたします。詳しくは担当窓口までお問い合わせください。

❖❖農地の復旧に関すること❖❖
　農地（耕作している水田、畑）への土砂の流出入などの被害については、１箇所あ
たりの工事費用が13万円～40万円の場合には、所有者の同意のもとに市が直接施工復
旧することとし、13万円未満の小規模被害の場合には、農業者の方が行った復旧に対
して市が工事費（機械借上げや請負費用）の一部を補助することにより支援いたします。
※農地への稲わらの流入についてはJAにお問い合わせください。
	 市農業企画課　農業対策係	 ☎525－3727
	 JAふくしま未来福島地区農業振興課	 ☎554－5532

❖❖農産物の生産等に必要な施設・機械の再建・修繕等に関すること❖❖
　水没などにより被災した農業用ハウスの再建や農業用機械の修繕、再取得などに要
する費用を支援いたします。
　また、浸水などにより改植が必要となった樹園地についても支援します。
◦農業用ハウス、農業機械について　市農業振興課　生産振興係	 ☎525－7720
◦果樹園地の改植について　JAふくしま未来福島地区指導販売課	 ☎554－5518

❖❖農道や水路等の農業用施設や林道の被害に関すること❖❖
　農道や水路の土砂堆積、法面の洗掘や崩壊、破損などのほか林道の路面の洗掘、路
肩の崩落などの復旧工事を行います。
◦農業用施設について	 市農林整備課　農業施設係	 ☎525－3728
◦林道について	 市農林整備課　林務係	 ☎525－3729

台風19号により被災された農業者の皆様へ
謹んでお見舞い申し上げます。

被災された農業者の皆様の営農再開に向けて、支援の内容や相談窓口などをご案内します。

台風19号による農業被害に関するお問い合わせ先
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農業者年金に加入して老後の不安を解消しよう農業者年金に加入して老後の不安を解消しよう
　高齢化が進む中、老後に備えて今から準備が必要です。
農業者年金は国民年金に上乗せできる農業者のための公的
な年金です。税制面で優遇措置があるなど多くのメリット
があります。
【加入条件】は、次の３つを満たしていればOK！
① 国民年金第１号被保険者の方
② 60歳未満の方
③ 年間60日以上農業に従事している方
※農地を持たない方も条件を満たしていれば加入するこ
とができます。

【メリット】
•少子高齢化時代に強い積立方式の確定拠出型年金
•終身年金（80歳までの保証付き）
•保険料の全額が社会保険料控除の対象となります
•保険料は、月額２万円から６万７千円まで自由に選べます
•40歳未満の認定農業者など一定の要件を満たす農業者の
方は、保険料の国庫補助を受けて、月額２万円以下の保
険料で加入することもできます

【どのくらい受給できるの？】
30歳で加入し、保険料月額２万円納付した場合
　➡男性　年額50.8万円／女性　年額43万円
　　（運用利回り２％、予定利率1.15％で試算）
　⇒詳しく知りたい方は農業委員会事務局庶務係へ
　　お問い合わせください。 ☎525-3779

加入者の声 【吾妻地域】

　福島県で初めて梨栽培を始めたのが鴫原さん
のお宅です。そして現在６代目となるのが浩和さ
ん。将来のために農業者年金に加入しています。
　浩和さんは地元の農業委員の勧めで６年半前
に加入しました。奥様の香代さんも浩和さんが
農業者年金に加入し、社会保険料控除による節
税等のメリットを受け、今年から加入を決めた
ようです。鴫原さんご夫婦は、農業者年金の保
険料が月の収入の状況により変更できる点も、
夫婦二人で納めるには嬉しいメリットになると
話しています。また、加入したのが40歳を過ぎ
てからだったため、こんなメリットがあるなら
もっと早く入ればよかったとも話していました。

右
か
ら

鴫
原　
浩
和
さ
ん

　
　
　
香
代
さ
ん

　11月15日㈮に福島市飯坂町「パル
セいいざか」において、県内各地の
農業委員・農地利用最適化推進委員
など1,200名の参集のもと、令和元
年度福島県下農業委員会大会が開催
されました。
　本大会では、喜多方市女性農業委
員の憲章斉唱から始まり、記念講演
では「現代日本の食料・農業・農村
―新潮流と変わらぬ本質―」と
いうテーマで福島大学食農学類長の
生源寺眞一さんからお話をいただき
ました。
　議事では「農業委員並びに農地利
用最適化推進委員の活動強化に関す
る申し合わせ」が議案とされ、原案
どおりに可決されました。
　最後には「がんばろう三唱」が行
われ、大会は盛会裏に終了しました。

福島県下農業委員会
大会開催されました
福島県下農業委員会
大会開催されました 　今年度は飯坂区域で農業ふれあい体験を実施しました。５月のりん

ごの摘果作業から始まり、11月には待ちに待ったりんごの収穫を行い
ました。
　体験の様子については、ホームページにも掲載しておりますので、
ぜひご覧ください。
【第１回（５月11日）】
　〇りんごの摘果
　〇湯野畑かん第一揚水機場、西根堰の見学
【第２回（８月24日）】
　〇桃の収穫
　〇桃を使用した料理教室（フルーツポンチづくり）
【第３回（11月９日）】
　〇りんごの収穫
　〇りんごを使用した料理教室（パンケーキづくり）

「農業ふれあい体験」を行いました「農業ふれあい体験」を行いました

１
段
目
の
右
か
ら
１
人
目
が

佐
藤
ミ
ツ
ヱ
実
行
委
員
長

来
年
度
は
信
夫
区
域
で

米
を
中
心
に
実
施
す
る

予
定
で
す
！
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農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
務
を
よ
り
効
率
的

に
実
施
す
る
た
め
、
そ
の
施
策
の
改
善
に
つ
い
て
具
体
的
な
意
見
を
10
月
７
日
に
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
こ
の

意
見
書
は
、
福
島
市
内
の
各
区
域
毎
に
施
策
に
関
わ
る
意
見
を
集
約
し
、
農
政
対
策
小
委
員
会
（
油
井
妙
子
委
員

長
）
で
原
案
を
作
成
し
た
上
で
、
９
月
開
催
の
第
23
期
第
27
回
総
会
で
議
決
し
た
も
の
で
す
。

１　
農
業
振
興
対
策
全
般

　

•
経
営
所
得
安
定
対
策
の
拡
充
に
つ
い
て

　

•
６
次
産
業
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
支
援
策
に
つ
い
て

　

•
観
光
と
結
び
つ
い
た
施
策
に
つ
い
て

　

•
農
村
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　

•
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
の
支
援
に
つ
い
て

　

•
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
栽
培
・
生
産
の
推
進
に
つ
い
て

　

•
農
作
業
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

•
福
島
市
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

　

•
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
及
び
Ｔ
Ａ
Ｇ
協
定
の
対
応
に
つ
い
て

　

•
種
苗
法
の
見
直
し
等
の
対
応
に
つ
い
て

　

•
海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て

２　
農
地
集
積
・
耕
作
放
棄
地
解
消
施
策

　

•
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て

　

•
農
地
の
利
用
集
積
に
つ
い
て

　

•
耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
た
連
携
と
支
援
に
つ
い
て

　

•
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
農
地
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

　

•
ほ
場
等
の
整
備
に
つ
い
て

３　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　

•
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て

　

•
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
に
つ
い
て

　

•
専
門
部
署
の
設
置
と
専
門
員
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

４　
農
作
物
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

５　
農
業
経
営
支
援
対
策

　

•
認
定
農
業
者
等
担
い
手
へ
の
支
援
強
化
に
つ
い
て

　

•
労
働
力
不
足
解
消
対
策
と
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

の
機
能
充
実
に
つ
い
て

　

•
収
入
保
険
制
度
の
加
入
推
進
に
つ
い
て

　

•
働
き
方
改
革
の
影
響
の
対
応
に
つ
い
て

　

•
卒
業
生
の
受
け
入
れ
態
勢
の
構
築
に
つ
い
て

６　
農
業
後
継
者
、
新
規
就
農
者
支
援
対
策

７　
女
性
農
業
者
の
活
躍
に
む
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

８　
原
子
力
災
害
か
ら
の
脱
却
に
つ
い
て

９　
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化

10　
福
島
大
学
食
農
学
類
と
の
連
携

　

• 

農
業
系
高
校
、
地
元
農
家
と
の
連
携
交
流
に

つ
い
て

　

•
卒
業
生
の
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
に
つ
い
て

11　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
支
援
に
つ
い
て

12�　
太
陽
光
発
電
の
普
及
に
伴
う
農
地
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て

市長に意見書提出

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

　

農
業
委
員
会
で
は
農
地
法
第
30
条
に
基
づ
き
、
農
地
利
用
の
確
認
、
遊
休
農
地

の
実
態
把
握
と
発
生
防
止
・
解
消
、
違
反
転
用
発
生
防
止
・
早
期
発
見
を
目
的
と

し
て
「
農
地
の
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
は
８
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
市
内
全
区
域
の
農
地
を
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、『
遊
休
農
地
』
と
判
断
さ
れ
た

農
地
の
所
有
者
に
今
後
の
利
用
意
向
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、『
農
地
の
利
用

意
向
調
査
』
を
送
付
し
ま
す
の
で
回
答
に
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

戸
別
に
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
こ
の
調
査
に
か
か
り
お
宅
へ

伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
に
雑
草
が
生
い
茂
り
、
困
っ
て
い
る
と
い
う
苦
情
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
道
路
の
見
通
し
が
悪
く
な

る
こ
と
に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
虫
の
発
生
に
つ
な
が

り
、
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
耕
作
し
て
い
な
い
農
地
に
つ
き
ま
し
て

は
、
年
数
回
の
草
刈
り
等
の
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

遊
休
農
地
へ
の
課
税
が
強
化
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
！

　

対
象
と
な
る
農
地
は
、「
農
地
利
用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）」
で
判
断

さ
れ
た『
農
業
振
興
地
域
内
の
遊
休
農
地
』で
、農
業
委
員
会
か
ら
送
付
さ
れ
た『
農

地
の
利
用
意
向
調
査
』
に
回
答
し
な
か
っ
た
場
合
や
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
貸
し

付
け
す
る
意
向
の
な
い
農
地
で
す
。

　

課
税
強
化
は
翌
年
の
固
定
資
産
税
の
評
価
額
が
約
1.8
倍
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

地図で場所の確認

遊休農地を発見

⬇
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農家の経営とくらしに役立つ情報が分かりやすく掲載
されています。
○発行日：毎週金曜日
○購読料：月額700円
○申込先：農業委員会事務局庶務係まで　☎525-3779

全国農業新聞を読みませんか？

《第23期編集委員紹介》
•小山 正雄（福島区域）　　•尾形 寅昭（松川区域）
•宍戸 忠一（北福島区域）　•黒澤 喜久夫（信夫区域）
•油井 妙子（須南区域）　　•鈴木 顯典（吾妻区域）
•菅野 善晴（飯坂区域）

市
内
で
就
農
し
て
い
る
若
手
農
家
の
方
に
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
！

《
ゼ
ロ
か
ら
の
営
農
ス
タ
ー
ト
》

　

松
本
義
範
さ
ん
が
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
農
業

の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
四
年
前
。
東
日

本
大
震
災
以
降
、
通
勤
途
中
の
農
地
が
荒
れ
て
い

く
様
子
に
心
が
痛
ん
だ
。
農
家
に
な
っ
て
農
業
を

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き
上
が
り
、

抑
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
。

　

悩
ん
だ
末
、
地
元
の
農
業
委
員
に
相
談
し
好
条

件
の
遊
休
農
地
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
こ
こ
で
な

ら
と
決
意
し
て
か
ら
の
行
動
は
早
い
。
何
度
も
農

業
委
員
会
に
足
を
運
び
、
新
規
就
農
者
と
な
る
べ

く
必
要
書
類
を
揃
え
る
一
方
、
会
社
、
友
人
等
の

紹
介
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
、
ト
ラ
ク

タ
ー
や
田
植
え
機
な
ど
の
農
機
具
を
格
安
で
集
め

た
。
当
時
は
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し
の
た
め
、
置
場
も

な
く
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
の
コ
ン
テ
ナ
に
収
納
し
て

い
た
。

　

平
成
二
十
八
年
春
、
よ
う
や
く
八
十
ア
ー
ル

の
田
を
借
り
受
け
兼
業
農
家
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
人
生
初
め
て
の
田
植
え
は
、
大

き
く
曲
が
っ
た
り
、
欠
株
だ
ら
け
だ
っ
た
り
と
苦
労
し
た
が
、
友
人
や
周
囲
の
農
家
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
応
援
を
受
け
と
て
も
楽
し
か
っ
た
と
い
う
。
休
日
や
出
勤
前
に
畔
の
草
を
刈
り
、

水
管
理
を
し
な
が
ら
稲
の
成
長
を
見
守
っ
た
。
秋
の
収
穫
が
終
わ
り
、
山
積
み
に
な
っ
た
米

の
袋
を
前
に
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
充
実
感
を
覚
え
た
。

　

新
規
就
農
し
て
か
ら
二
年
、
農
地
を
譲
っ
て
も
い
い
と
い
う
話
が
舞
い
込
み
、
農
地
四
十

ア
ー
ル
を
取
得
後
、
農
家
住
宅
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
真
摯
に
農
作
業
に
取
り
組
む
姿

勢
が
地
域
の
皆
さ
ん
に
認
め
ら
れ
た
証
だ
ろ
う
。
作
業
小
屋
も
併
設
し
、
今
年
か
ら
自
分
で

稲
刈
り
、
乾
燥
、
籾
摺
り
を
行
い
、
収
穫
の
苦
労
も
喜
び
も
倍
増
し
た
。
周
囲
の
期
待
も
高

ま
り
、「
是
非
う
ち
の
田
ん
ぼ
も
耕
作
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
要
望
が
増
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

「
会
社
に
勤
め
な
が
ら
で
き
る
の
は
、
現
状
で
は
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
と
思
え
る
が
、
今
後
仲

間
を
増
や
し
、
機
械
の
充
実
を
は
か
り
作
業
の
協
力
を
し
て
い
け
ば
更
な
る
規
模
拡
大
も
で

き
る
の
で
は
」
と
、
夢
を
語
る
松
本
さ
ん
で
あ
る
。

平
成
29
年
度

↓
17
名
、
男
：
女
：
法
人
＝
10
：
２
：
５

平
成
30
年
度

↓
12
名
、
男
：
女
：
法
人
＝
８
：
１
：
３

令
和
元
年
度
10
月
末

↓
12
名
、
男
：
女
：
法
人
＝
９
：
０
：
３

農
地
法
第
３
条
に
お
け
る

　
　
　
新
規
就
農
者
推
移

　新たに農業を始めるためには、40アール以上の農地の耕作および年間の従事
日数150日が必要となります。
　① 具体的な営農計画を立てる（場所、作物、営農方法、資金等）
　② 農業委員会事務局に相談し、必要書類の確認及び提出
　③ 農業委員会で内容を審議し、許可書の作成及び交付

※申請提出締切日は毎月28日となります。
　申請書類は、福島市ホームページでご確認いただけます。また、電話でのご
相談はご遠慮いただき、来庁して直接相談するようお願いいたします。
　お問い合わせは、農業委員会事務局農地係まで　☎525-3779

福島市で新しく農業を始めるには

新
し
い
就
農
の
形
を
模
索
す
る
松
本
義
範
さ
ん

（
市
内
大
森
在
住
）

　

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
と
な
り
初
め
て
の
農
業
委
員

会
報
で
す
、
収
穫
の
秋
で
す
。
農
作
業
も
楽
し
み
が
あ

る
か
ら
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
青
空
で
の
作
業
は
気

持
ち
が
い
い
で
す
。
今
年
も
野
菜
、
果
物
を
作
り
、
採

り
た
て
の
自
信
作
を
知
り
合
い
に
贈
り
、
便
り
が
来
て

「
お
い
し
い
」
と
言
わ
れ
る
と
一
番
嬉
し
い
で
す
。
ま

た
来
年
も
頑
張
ら
な
い
と
と
い
う
励
み
に
も
な
り
、
生

き
が
い
で
も
あ
り
ま
す
。
山
々
も
紅
葉
し
て
来
て
色
合

い
が
綺
麗
で
す
。
果
樹
農
家
は
、
冬
場
の
作
業
と
し
て

剪
定
が
あ
り
、
春
先
の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
吾
妻
山
に
白
く
雪
が
三
回
ぐ
ら
い
積
る
と
市
内
の

方
へ
雪
が
降
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
一
雨

ご
と
に
寒
く
な
り
ま
す
。
令
和
二
年
度
も
楽
し
み
実
り

の
あ
る
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

編
集
委
員
Ｓ

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記


